≪指導者のための「地域社会の調査法」紹介セミナーの手引き≫
（奉仕プロジェクト計画の事前準備にあたり）

地域社会の強みと弱みを調査することは、効果的な奉仕プロジェクトを計画するにあたっての重要な第一歩です。地域社会の問題を知るために時間を費やすことによって、クラブは、奉仕プロジェクトの新たな機会を発見することができると同時に、既に存在する地域社会の資産との重複を防ぐことができます。
「活動する地域社会」（605A-JA）には、地域社会を効果的に調査するための指針が詳しく提供されています。プロジェクトが地域社会のニーズを満たし、リソース（資源）を最大限に利用することを目的とした調査に、以下のツールを使用することができます。各クラブは、その地域社会にふさわしいこれらの低費用な調査方法を応用することができます。

地域社会の各種調査方法
1. アンケート調査
2. 資産の棚卸し
3. 地域社会のマッピング
4. 毎日の活動スケジュール
5. 季節ごとの予定表
6. 地域社会カフェ
7. フォーカス・グループ（座談会）
8. パネル討論
調査の計画例が、各解説の後に紹介されています。

地域社会の調査法の紹介
1. アンケート（質問書）調査
アンケート（質問書）調査は、地域社会の強みと弱みを調査するための、最もよく知られているポピュラーな手法です。この調査は、地域社会の関係者の少人数のグループのみを対象とする至極簡単なものか、もしくは大勢の人々を対象とするかなり複雑なものがあります。効果的な調査では、簡単に数値化できる有益な情報を豊富に収集することができます。
調査の対象者数と複雑さは、クラブの資金力や、調査のデザインと配布のノウハウの有無によって決まります。例えば、北米における専門調査会社による大規模な調査は、しばし
ば500人以上を対象に行われ、その費用は高額になり、米貨10,000ドルを上回ることもあります。しかし、効果的な地域社会のアンケート調査は、比較的小額で行うことができ、多くのプロジェクトで活用できます。
入念な計画は、調査を成功させるための重要な部分です。アンケート調査のデザインは、調査目的を設定、もしくは調査を実施する理由を特定することから始まります。このように調査目的を明文化することで、どのような質問項目を設けるべきか、どのように調査が実施されるべきか、誰を対象者とすべきかといった点を決定する際に役立ちます。
一般的に、アンケート調査は短く、わかりやすい質問を用意するのが良いとされています。
また、調査の実施方法も検討する必要があります。調査のデザインは、配布方法（電話、郵便、インターネット、個別インタビューなど）によって異なります。対象としたい人々が、どのような方法を使えば調査に参加できるかを念頭に置いてください。地域社会の大半の人々がインターネットに接続できない場合には、質問票を使うか、レストランや市場といった人々が集まる場所で調査を行うこともできます。地域社会の明確な全体像を描くには、いくつかの配布方法を組み合わせる必要があるかもしれません。
対象となる人々に配布する前に、少人数のグループで調査をテストするといいでしょう。質問の言い回しがわかりにくかったり、質問の順番が不自然だったりすると、不正確な情報をもたらす結果になりかねませんが、事前にテストをしておくことでこれを未然に防ぐことができます。

· 質問書を用いた聞き取り調査での留意事項
¢ 調査の参加者に、質問についてじっくりと考えるための十分な時間を与える。
¢ 参加者の回答を注意深く聞き、彼らの意見を尊重する。
¢ 回答者が不快に感じたり、協力の意欲を削ぐような極端に個人的な質問は避ける。
¢ 回答は極秘で扱われることを回答者に保証する。

· アンケート調査：計画
地域社会においてアンケート調査を行うための以下の計画案は、クラブの具体的ニーズに応じて適宜変更を加えることができます。
目的
● 地元地域の空き地の開発に関する地元住民の意見を知ること時間30～45分（質問書の長さによる）
準備
● 少人数のグループに質問書を記入してもらい、間違いや、不必要な質問、スムーズでない質問の流れ、　　わかりにくい質問などを指摘してもらう
● 地元住民にとって都合の良い場所を選び、地域社会の会合に使用するために予約する
● 会合に参加するよう、地域社会の住民を招待する
必要なもの
ａ．参加者用
● 調査用の質問書
● ペンまたは鉛筆
● テーブル、大型用紙、大型用紙に記入するためのスペース
ｂ.　進行役／企画者用
● 質問書を回収する容器
· 手順
1. 調査を開始する前に、参加者が質問書を返すために、出口か他の適切な場所に、回収用容器を置く
2. 進行役（または企画者）が自己紹介をし、調査の目的を説明する（２～３分）
3. 参加者に、質問書と記入方法の説明を配布する。記入方法について簡単に説明し、参加者からの質問に答える（５～10分）
4. 質問書を記入するために、参加者に十分な時間を与える（15～30分）
5. 参加者に礼を述べる（５分）__

2. 資産の棚卸し
資産の棚卸しとは、観察を通じて地域社会に関する情報を収集する方法です。これは、店主が商品の在庫を調べるのと類似していますが、店内商品の目録ではなく、地域社会の資産の目録を作るのです。地域社会での会議や集会でこれを行うと効果的です。
目録を作るために、参加者に小グループに分かれてもらい、地元地域の中を歩き回って人々や場所、価値があると思われる資産を観察するよう求めます。そしてチーム・メンバーが選択した資産について話し合い、チームで一覧表を作り、それをグループ全体に発表します。
資産の棚卸し：計画
資産の棚卸しのための以下の計画案は、クラブの具体的ニーズに応じて適宜変更を加えることができます。
目的
● 地域社会の住民が、地元社会の開発にとって重要だと思う地域社会の資産は何かを特定する
● これらの資産を重要だと思う理由を明らかにする
時間　　時間～１時間半
準備
対象とする地域社会の中で、適切な会合場所を選びます。これは、定期的な地元の会合で行うこともでき、または、資産の棚卸しのための特別な会議を別途開いて行うこともできます。
特別な会議を開く場合は、対象とする地域社会の人々に最も都合のよい場所と時間を選んでください。20人から30人の参加者からなるグループが理想的ですが、これより小さなグループ、または大きなグループにも応用できます。
会合場所を事前に訪問してその収容人数を確認し、また周辺の地域を視察してください。参加者に30分程、周辺地域内を歩いてもらうことになるため、前もってどの区域を歩いてもらうか境界を決めておきましょう。また、資産の棚卸しの手順を示した印刷物やポスターなどを準備しておくこともできます。
必要なもの
· 参加者用
● ペンまたは鉛筆
● 記録用紙またはノート
● 資産の棚卸しの手順が説明された印刷物（任意）
· 進行役用
● 対象地域の地図（入手可能な場合）
● 黒板または書き込み用ボード（利用可能な場合）
· 手順
1. 進行役（または企画者）が自己紹介をし、調査の目的を説明する（５分）
2. 無作為に参加者を４人から６人のグループに分ける（５分）
3. 各グループ内で数分間自己紹介をしてもらい、チーム・リーダーを選んでもらう。チーム・リーダーは、時間配分に気を配り、確実にグループが課題をこなし、会合の終わりにグループ全体に報告できるようにする（５分）
4. 参加者に活動の概観を簡単に説明する。地域社会にとって重要だと思われる資産を見つけ出すために、　地域を歩き回ることを説明する。必要であれば、地域社会の資産の例をいくつか提供する。各グループで、少なくとも一つ資産を見つけ出さなければならないことを明確に説明する（５分）
5. 参加者に活動についての資料を配布する（２分）。
6. 地域社会の資産を探すためにグループ・リーダーがチームを地域に連れて行く（20～30分）
7. グループが帰ってきたら調査結果を話し合ってもらう。話し合いの間、各グループを参観し進行状況を見守る。必要であれば質問に答える（10分）
8. 各グループに、地域社会の開発にとって最も重要だと思われる資産の上位５項目から10項目を一覧表にしてもらう（５分）
9. グループ・リーダーに選択した項目を簡単に発表してもらい、選択した理由を説明してもらう。記録係が、選ばれた項目を黒板か書き込み用ボードに記録する（10分）
10. 各グループに共通する資産について話し合う（なぜそれらの項目が重要であると考えられるのか。他の項目を見つけ出したグループはあるか。ある場合、なぜそれらの項目が選ばれたのか）（10分）
11. 各グループの一覧表を集め、資産の目録を評価する際の参考にするために保管するその他の方法
● 性別、年齢、職業別のグループに参加者を分け、それらのグループがどのような異なった視野で地域社会を見ているかを探り出す。または、男性だけ、女性だけ、若者だけを対象にした、別個の資産の棚卸しセッションを設ける
● 時間が足りない場合は、地域社会を歩き回ることを省略する
3. 地域社会のマッピング
地域社会のマッピングは、地域社会に対するさまざまな人々の見方を明らかにするために用いる手法です。この方法に必要な人材や時間は最小限であり、基本的に、どのような年齢層や学歴の人々にも適用することができます。
進行役がリードするこの活動では、個人やグループが地域社会の地図を描き、重要な地点に印を付け、どのぐらいの頻度でこれらの場所に行くのかを記入してもらいます。こうして作られた地図について、進行役が参加者の話し合いを導き、記録係が話し合いを記録します。地域社会のマッピング（地図づくり）は、非公式な人々の集まりでも、地域の関係者を招待した会合でも、どちらでも行うことができます。
地域社会のマッピング：計画地域社会の地図作りのための以下の計画案は、クラブの具体的ニーズに応じて適宜変更を加えることができます。
目的
[bookmark: _GoBack]● 地域社会のリソース（資源）の利用と利用方法について参加者から聞き出す
● 地域社会が持つさまざまなリソースの重要性について考え方を比較する
● 参加者のニーズを特定する
時間
時間～１時間半
準備
調査の対象としたいと思う地域社会の人々にとって都合のよい会合場所と時間を選びます。地域社会のマッピングは、小グループ、おそらく合計20人程度の参加者からなるグループで実施すると効果的です。そのため、地域で複数のセッションを異なったグループ向けに行う必要がある場合もあります。
必要な資料を準備し十分な参加者を集めるようにしてください。
· 必要なもの
● 大型用紙またはポスター・サイズの印刷用紙
● 多色マーカー
● テープ
● 付箋紙または四角に切った小さな紙
· 手順
1. 進行役（または企画者）が自己紹介をし、調査の目的を説明する（５分）
2. 無作為に、または年齢、性別、職業別に参加者を４人から６人のグループに分ける（２分）
3. グループのメンバーに互いに簡単な自己紹介をしてもらう（３分）
4. 各グループにマーカーと大型用紙を配布する。参加者に地域社会の地図を描いてもらうことを説明する（３分）
5. 地図の位置を統一するため、参加者に地域の中心部を決めてもらう（５分）
6. 各グループのメンバーに、地図に各自の居住地に印をつけてもらう（５分）
7. 続いて、市場、宗教施設、学校、公民館、公園、企業、運動場、水源、政府の建物、診療所、警察署、娯楽施設場など、参加者が重要であると考える場所に印をつけてもらう。各グループを簡単に参観し進行状況を見守る。また質問に答える（15分）
8. 次に、各グループに以下のように分類された場所から２つか３つの場所を選択してもらい、地図に印をつけてもらう（５分）
a. 最も長く過ごした場所（日ごと、週ごと、月ごと、年ごとに、訪れた場所を異なった色のマーカーを　　　　使って示す）
b. 楽しかった場所、楽しくなかった場所（異なった色のマーカーで示す）
c. 各グループにとって最も重要な場所、団体組織、機関（チェック印、星印、またはバツ印などを使って示す）
d. 地域社会に付け加えたいと思う場所（付箋紙または四角く切った小さな紙を使って示す）
9. 各グループに、上記の分類に付け加えられた場所も含めて、地図について簡単に話し合ってもらう（10分）
10. その後、グループを集め、各グループの代表にグループの地図を発表してもらう（５分）
11. グループ全体で各地図について話し合う（各地図で何が異なるか、なぜそれが異なるのか、類似点はあるか、ある場合その理由は何か）。記録係に、今後の参考のため参加者の意見を記録してもらう（15分）
12. 活動の終わりに地図を集める

· その他の方法
● 地図を描いてもらう前に、グループに地域を視察してもらう
● 活動の終わりに、各地図の隣に白紙を置き、参加者に互いの地図について意見を書いてもらう
出典： Gender and Development Training Handbook Booklet　#5 PACA Tools, U.S. Peace Corps, 2006, www.peacecorps.gov/library/pdf/GED5_pacatools.pdf.__

8. パネル討論
パネル討論とは、特定分野の専門家を数人招き、司会者の進行の下で討論を行うものです。パネル討論は、入念に構成され、通常、地域社会や特定の事柄について具体的な質問をパネリストに尋ねる司会者が付きます。しばしば、市役所、非営利・非政府組織、病院、大学などの機関では、専門家を雇い、これらの専門家に地域社会や直面する問題に関する詳細な情報の収集や解説を任せます。専門家の知識を活用することは、新しい地域社会の調査に大量の時間や資金を費やすことなく、地域社会について知ることのできる優れた方法です。
専門家を招いてのパネル討論を実施する前に、地域社会の人々の中で、特定の問題やリソースについて発言する資格があるのは誰かを検討する必要があります。パネリストは通常、特定の課題について４人から６人の専門家によって構成されます。
例えば、地域社会の保健問題に関するパネル討論には、地元病院の医者、保健当局の職員、地域社会の健康問題を専門とする地元大学の教授、地元非営利（非政府）団体の医療専門家などを含めることができます。地域社会について幅広い視野を得るために、さまざまな事柄に関して複数のパネル討論を実施することを検討するとよいでしょう。
パネル討論は、クラブ会員の認識を高め奉仕の機会について専門家から即座に学ぶことのできる、説得力のある手法です。
· パネル討論：計画
パネル討論のための以下の計画案は、クラブの具体的ニーズに応じて適宜変更を加えることができます
目的
● 地域社会の特定の問題について、その分野の専門家の意見はどのようなものかを特定する
· 時間
· 準備
クラブがより深く学びたいと考えている事柄を選び、その事柄について特別な知識や経験を持っていると思われる地域社会の専門家を4人から6人特定します。さまざまな背景を持った人々を選び、バランスの取れたパネリストを集めるよう努めてください（専門家とは、必ずしも役職や学歴、職業によって決められるものではないことを念頭に入れてください）。
パネリストの候補者を特定したら、パネル討論の目的を説明し、参加するよう招待します。クラブの会員に配布できる資料があるか尋ね、出席者全員に配るためにコピーをとることを申し出ます。
パネリストに提起する質問事項を入念に検討します。
· 必要なもの
● 聴衆に面して配置されたテーブルと椅子
● 必要であればマイクとアンプ機器
● 各パネリスト用の名札
● オーバーヘッド・プロジェクターまたはその他のプロジェクター機器（任意）
● 聴衆用の椅子
· 手順
1. パネリストとパネル討論の課題を紹介する。討論を録音するか、誰かに参加者の発言をノートに記録してもらう（５分）
2. 準備してきた質問を提起し、各パネリストに発言する機会を与える（30分）
3. 聴衆からの質疑応答の時間を設ける（15～20分）
4. 人々の意見をまとめ、パネリストに礼を述べる（５分）
その他の方法
● ロータリーの「奉仕の機会に関する項目」の各項目について専門家によるパネル討論を開く
参考資料
● 奉仕の機会に関する項目」（605B‐JA）__
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1. 


アンケート調査


 


2. 


資産の棚卸し


 


3. 


地域社会のマッピング


 


4. 


毎日の活動スケジュール


 


5. 


季節ごとの予定表


 


6. 


地域社会カフェ


 


7. 


フォーカス・グループ（座談会）


 


8. 


パネ


ル討論


 


調査の計画例が、各解説の後に紹介されています。


 


 


地域社会の調査法の紹介


 


1. 


アンケート（質問書）調査


 


アンケート（質問書）調査は、地域社会の強みと弱みを調査するための、最もよく知られているポピュラー


な手法です。この調査は、地域社会の関係者の少人数のグループのみを対象とする至極簡単なものか、もし


くは大勢の人々を対象とするかなり複雑なものがあります。効果的な調査では、簡単に数値化できる有益な


情報を豊富に収集することができます。


 


調査の対象者数と複雑さは、クラブの資金力や、調査のデザインと配布のノウハウ


の有無によって決まりま


す。例えば、北米における専門調査会社による大規模な調査は、しばし


 


ば


500


人以上を対象に行われ、その費用は高額になり、米貨


10,000


ドルを上回ることもあります。しかし、


効果的な地域社会のアンケート調査は、比較的小額で行うことができ、多くのプロジェクトで活用できます。


 


入念な計画は、調査を成功させるための重要な部分です。アンケート調査のデザインは、調査目的を設定、


もしくは調査を実施する理由を特定することから始まります。このように調査目的を明文化することで、ど


のような質問項目を設けるべき


か、どのように調査が実施されるべきか、誰を対象者とすべきかといった点


を決定する際に役立ちます。


 


一般的に、アンケート調査は短く、わかりやすい質問を用意するのが良いとされています。


 


また、調査の実施方法も検討する必要があります。調査のデザインは、配布方法（電話、郵便、インターネ


ット、個別インタビューなど）によって異なります。対象としたい人々が、どのような方法を使えば調査に


参加できるかを念頭に置いてください。地域社会の大半の人々がインターネットに接続できない場合には、


質問票を使うか、レストランや市場といった人々


が集まる場所で調査を行うこともできます。地域社会の明


確な全体像を描くには、いくつかの配布方法を組み合わせる必要があるかもしれません。


 


対象となる人々に配布する前に、少人数のグループで調査をテストするといいでしょう。質問の言い回しが




≪ 指導者 の た め の 「 地域社会の調査法 」 紹介 セミナ ー の 手引 き ≫   （ 奉仕プロジェクト 計画 の 事前準備 にあ た り）     地域社会の強みと弱みを調査することは、効果的な奉仕プロジェクトを計画するにあたっての重要な第一歩 です。地域社会の問題を知るために時間を費やすことによって、クラブは、奉仕プロジェクトの新たな機会 を発見することができると同時に、既に存在する地域社会の資産との重複を防ぐことができます。   「活動する地域社会」（ 605A - JA ）には、地域社会を効果的に調査するための指針が詳しく提供されていま す。プロジェクトが地域社会のニーズを満たし、リソース（資源）を最大限に利用することを目的とした調 査に、以下のツールを使用することができます。各クラブは、その地域社会にふさわしいこれらの低費用な 調査方法を応用することができます。     地域社会の各種調査方法   1.  アンケート調査   2.  資産の棚卸し   3.  地域社会のマッピング   4.  毎日の活動スケジュール   5.  季節ごとの予定表   6.  地域社会カフェ   7.  フォーカス・グループ（座談会）   8.  パネ ル討論   調査の計画例が、各解説の後に紹介されています。     地域社会の調査法の紹介   1.  アンケート（質問書）調査   アンケート（質問書）調査は、地域社会の強みと弱みを調査するための、最もよく知られているポピュラー な手法です。この調査は、地域社会の関係者の少人数のグループのみを対象とする至極簡単なものか、もし くは大勢の人々を対象とするかなり複雑なものがあります。効果的な調査では、簡単に数値化できる有益な 情報を豊富に収集することができます。   調査の対象者数と複雑さは、クラブの資金力や、調査のデザインと配布のノウハウ の有無によって決まりま す。例えば、北米における専門調査会社による大規模な調査は、しばし   ば 500 人以上を対象に行われ、その費用は高額になり、米貨 10,000 ドルを上回ることもあります。しかし、 効果的な地域社会のアンケート調査は、比較的小額で行うことができ、多くのプロジェクトで活用できます。   入念な計画は、調査を成功させるための重要な部分です。アンケート調査のデザインは、調査目的を設定、 もしくは調査を実施する理由を特定することから始まります。このように調査目的を明文化することで、ど のような質問項目を設けるべき か、どのように調査が実施されるべきか、誰を対象者とすべきかといった点 を決定する際に役立ちます。   一般的に、アンケート調査は短く、わかりやすい質問を用意するのが良いとされています。   また、調査の実施方法も検討する必要があります。調査のデザインは、配布方法（電話、郵便、インターネ ット、個別インタビューなど）によって異なります。対象としたい人々が、どのような方法を使えば調査に 参加できるかを念頭に置いてください。地域社会の大半の人々がインターネットに接続できない場合には、 質問票を使うか、レストランや市場といった人々 が集まる場所で調査を行うこともできます。地域社会の明 確な全体像を描くには、いくつかの配布方法を組み合わせる必要があるかもしれません。   対象となる人々に配布する前に、少人数のグループで調査をテストするといいでしょう。質問の言い回しが

